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◆アイデアの内容
　⑴ 製品アイデアの名称と製品概要

（２）解決したい課題や製品アイデアを考えたきっかけ

名　称
【どのような場面で活躍する製品ですか？】
　　寝たきりの患者がベッドの上に居ながらでも楽しく筋ト

レができるようにアシストし、同時に理学療法士などリハ
ビリのサポートを担う方々の負担も軽減します。

【どのような機能がある製品ですか？】
　　寝たきりの患者に対し、四肢の曲げ伸ばしをはじめとす

る関節の運動や指圧マッサージによる血行促進運動をベッ
ドに搭載された機械が自動で行います。また、日々自宅や
病床で同じ風景を見つめる患者がリフレッシュできるよ
う、VR ゴーグルを装着することでランニングやスイミン
グなどをする時の環境を眼前に提示されるようにし、歩く・
走る・泳ぐといった動作の本来の動きを実現することはで
きなくとも、機械のサポートによって疑似体験ができます。

　昨今の高齢者社会に対応して、高齢者の介護の機会が増加傾向にありますが、中でも寝たきり
の状態に対しては現在理学療法士等多くの医療従事者のサポートが必要となっています。私たち
はこうした方々の負担を軽減するべく患者の寝るベットそのものにリハビリテーション機能を備
えた製品を提案したいと思います。また、患者の精神状態を重要視し、モチベーションを高める
工夫として VR を応用した感覚的なトレーニングというアイデアに至りました。

寝たまま筋トレ
＜製品の写真・イラスト等＞


